
令和６年度第１回宮代町立小・中学校一貫教育推進委員会 会議録 

 

１ 日時・場所  

令和６年６月１３日（木）１０：００～１１：３０  

役場庁舎２０２会議室  

 

２ 出席者  

審議会委員：１７名出席 

上田悟委員長、斎藤勉副委員長、木村由美子委員、金野泰久委員、塚越健一委員、高野桂子 

委員、山口隆夫委員、谷義明委員（代理 渡辺貴子様）、栗原利夫委員、長井勝利委員、朝武 

美保委員、山本有里委員、谷口昌之委員、蛭間芳樹委員、石井大晴委員、中村しのぶ委員、 

河原奈津子委員 

事務局：中村敏明教育長  

教育推進課：竹内知子学校管理幹兼副課長 

 

３ 開会  

 

４ 任命書交付 

 

５ 挨拶  

教育長から挨拶  

 

６ 自己紹介  

 

７ 委員長挨拶  

上田悟委員長から挨拶  

 

８ 議事  

（１）小・中一貫教育の推進について（事務局） 

  資料のとおり 

（２）各小・中学校における小・中一貫教育の取組について 

  ①須賀中学校区（須賀中学校、須賀小学校） 

  ②百間中学校区（百間中学校、東小学校、笠原小学校） 

  ③前原中学校区（前原中学校、百間小学校） 

  資料のとおり 

（３）協議 

上田委員長：須賀小・須賀中の Sプランについていかがでしょうか。 

石井委員： 小中一貫教育の中で、子供たちは有意義な生活を送れていて、よりよく成長していると感じ



ています。PTA の方でも、須賀小・中学校で引き渡し訓練を小・中合同で行う予定です。保護者が行っ

ていることを中学生ができないかと考えています。兄弟姉妹がいる家庭に限られてしまうということに

なるのですが。その根拠としては、実際に震災が起こった場合、保護者が迎えに来られないこともあり

ます。災害時の対応については、中学生が力になれるのではないかなと考えています。せっかく小中一

貫教育を行っているので、PTA でも何かできないか模索したところ、まずは、合同の避難訓練を行い、

その後、地域を巻き込んで進めていけるよう考えを広めていきたいと考えました。 

上田委員長：県の防災関係からは、いざという時、一番力になるのは中学生という話も聞いています。

その取り組みを計画しているということだそうです。他学区から、蛭間委員、いかがですか。 

蛭間委員：小中一貫教育の仕組を今知り、大変勉強になりました。須賀小中の取組はいいなと思いまし

た。よくできたプランだと思いました。この会は、課題を共有する会でもあると思います。須賀小・中

が隣接しているよさもあると思いますが、デメリットや悩んでいることはありますか。 

上田委員長：須賀中学校渡辺様（谷委員代理）いかがですか。 

渡辺様（谷委員代理）：体育館が老朽化していて一緒に使っていて便利な面もありますが、雨漏りが多く

あり困っています。この後、体育館の工事もあるそうで、これまでは部活動で両体育館を使わせていた

だいていましたが、今までのような使い方ができなくなるので、この後の活動の進め方が課題となって

います。生徒については、学習面、生活面共に小中で揃えて行ってきています。一小一中ということで、

成長の段階で子供たちは変化していくものですが、その変化がしづらい、自分を変えたい、変化したい、

変わりたいと思っても変えづらい環境になっているということがあります。 

上田委員長：前原中、百間小も一小一中ですが、河原委員どうですか。 

河原委員：一小一中の良いところはたくさんあると思います。私の子供は不安なく中学校に入学できた

と思います。中学生が陸上の練習に来てくれて、知っている先輩が教えてくれたこと、とても速く走れ

るようになっていたことなどを家で話してくれました。そういうことで、前原中に対する不安は解消さ

れていると思いました。変化がないということに対しては心配もあって、小学校から中学校へ行くとき

の不安はそんなにはないのですが、中学校から高校へ行くときは、ずっと一緒にいた友達と別れて新し

い環境へ行くということが久しぶりになってしまうので、親には不安がありました。娘は高校生になり

ましたが、そんなに不安なく通えているので、今まで培ってきた人間関係づくりが生かされているのだ

と思っています。 

上田委員長：須賀小の保護者代表朝武委員、お願いします。 

朝武委員：小中一貫の会議に参加させていただいて、大変勉強になりました。挨拶が一番大事というこ

とを聞き、子供には、挨拶をしなさいと言っていますが、なぜ挨拶が大事なのかから詳しく教えていき

たいと思いました。 

上田委員長：皆さんは、ゆずり葉を見たことありますか。百間中の門を入って左側に大きなゆずり葉の

木があります。谷口委員お願いします。 

谷口委員：全校に共通することですが、豊かな心の育成ということで、そのためには挨拶が大事である

こと、それによって相手を思いやる心を育てていく取組はよい取組だと思いました。また、百間中学校

の校長先生の道徳授業の実践について、豊かな人間性を育むためには大事だと考えています。どんな授

業をされたのか、参観させていただきたかったです。 

上田委員長：中村委員いかがですか。 



中村委員：以前からこの小中一貫教育の推進委員会については知っていました。しかし、内容について

は詳しく知りませんでした。我が子が今年中学１年生になり、笠原小学校から百間中学校へ上がりまし

た。子供からこれまでに、挨拶運動や夏休みに中学生が先生になって学習を教えてくれる活動等を体験

した話を聞いていました。それによって、中学生になることへの憧れを感じていたり、中学校の先生が

来て授業をしてくださったときのすごいという驚きや少し怖いと思った体験をしたりしています。学年

が上がるときに気持ちを引き締める機会をもらえたりしていてありがたいです。そのような取組をこの

会で考え、行ってくださっていることがすごいことだと感じました。 

この会に参加でき、取組が詳しくわかってよかったです。 

上田委員長：学校の見方が変わってきますね。小川様（蛭間委員と共に参加） 

小川様：小学校６年生の娘と２年生の息子がいます。子供が６年生になったということで、中学校が見

えてきました。子供は、日々精一杯生活しているので、あまり気にしていないようですが、親としては、

どういった先生がいらっしゃるのか、どんな生活が待っているのか、初めてなので不安もあります。で

すが、このような会で、中１のギャップを埋めていくことに取り組んでくださっていることをありがた

いと思いました。 

上田委員：蛭間委員いかがですか。 

蛭間委員：今年度から笠原小学校の PTA会長になりました蛭間です。笠原小は児童数が増え、今ピーク

です。職員室や校長室、教室を確保するのが精一杯、藤棚をはじめ、いろいろな施設等が劣化している

状況です。笠原小に子供を入れるために引っ越してきて、宮代町のことをあまり御存知でない方も多い

です。そんな状況の中で、小学校の話になりますが、コロナ禍で経験できなかったこと（人間関係を作

っていくことなど）、また、やりたいことを我慢せざるを得なかったこと、そのようなことがあった子た

ちが中学生になったり、高校生になったりします。彼らにとって、学校という場で何を提供できるのか、

何を戻すのか、何を戻さないのか、議論しています。草鞋づくり等についてもアレルギーの関係、環境

の関係等で考えています。宮代町の基本構想の中で郷里にふれる、町を誇りに思うということがとれも

よいことだと考えています。学校の先生方は、働き方改革ということで変えていかなければならないこ

とがあると思いますが、保護者、地域でいかにサポートしていくかについても議論しています。笠原小

学校だけでなく、小中一貫ということで、百間中学校区でいろいろな支援が必要ではないかと考えてい

ます。 

上田委員長：人間関係の構築は、今の社会、どこでも課題ではないかと思います。それでは、山本委員

お願いします。 

山本委員：我が子は２年生で初めての子です。そして、私の地元は静岡ですので、こちらの教育がどの

ようなものであるのか、全くわからず、今、お話を伺ってなるほどと感心し、この会の一員になれるこ

とを嬉しく思いました。挨拶が大事ということでしたが、旗当番の時、子供たちに、おはようございま

す、行ってらっしゃい、気を付けてねと声をかけても、何も言わない子がほぼで、家に帰り、子供たち、

何も挨拶しないのと伝えました。校門には先生たちが立ってくれていて、子供たちは挨拶すると思うの

ですが、違う場面でも自然に出てくる挨拶が大事ではないかと思いました。恥ずかしいとかそのような

気持ちもあると思いますが、そういうものをなくして、町全体で挨拶が飛び交う町になったらよいなと

感じています。小中一貫教育ということが宮代町にはあることを勉強させていただきました。私は、パ

ン屋を営んでいて、お客様からいろいろな情報をいただきます。良いことも、悪いこともいろいろな情



報が入ってきています。中学校へ行くのに部活がないから、こっちの学校へ上がろうと思っているとか、

こっちに行ってもあまりやることがないから、こっちには行かないとか、このような話を聞いていると、

自分の娘はどちらに入れたらよいのだろうと悩んでしまうところもありました。今回、この会に参加さ

せていただいて、外からの意見だけでなく、実際に内部でこういうことを行い、皆さんが頑張ってくだ

さっているということを知ることができて、私からも発信できる立場になれたらよいなと思いました。 

上田委員長：情報は、中に入ってみるとわかる。そういう意味ではこの会に参加することができてよか

ったということですね。河原委員お願いします。 

河原委員：旗当番の時には本当に挨拶はしないというのは私も感じています。学校の中でもあまり挨拶

しないなと思っていました。ですが、前原中学校に行くと、生徒の方からとても挨拶をしてくれるよう

になり、同じ子なのに、中学校へ行くと変わるという印象があります。小学校から継続して指導をして

くださっているからだと思います。バザーについても前原中学校は昨年度から再開し、地域、小学校と

つながって行っています。 

上田委員長：交通指導員をやっていますが、班長がしないと他の子も挨拶はしません。登校時、挨拶を

しない子が学校へ行って挨拶をしないかというとそうではないです。小学校の子には、保護者が、知ら

ない人には挨拶をしないんだよと言っていますが、中学生は自立しているので、そのような違いもある

ように思います。須賀中の子も挨拶をしますが、須賀小の子はもっと挨拶してくれます。それでは、そ

の他に御意見ございますか。ないようでしたら、木村委員お願いいたします。 

木村委員：毎年３つのプランをお出しいただき、ありがとうございます。中１ギャップ対策として子供

たちの成長のためにプランを立て実践してくださり、子供たちは幸せだなと思います。豊かな心を育て

るために、挨拶は大切というお話がありましたが、昨日も百間中の女子生徒が道で声をかけてくれまし

た。中学生になると積極的に挨拶をしてくれると感じています。また、近年、子供たちが SNSの被害に

巻き込まれていますが、人の心を想像したり、これをやったらどうなるか想像したりすることの大切さ、

思いやること、人のことを考えることの大事さを情報リテラシー教育として行っていただけるとありが

たいです。学習では、教科担任制が進められていて、宮代町でも少人数指導等が行われていますが、小

学校の土台が中学校の学習につながると思いますので、中学校でのつまずきが減るよう、先生方の相互

授業参観や夏休みの研修等で更にスムーズな移行につながっていくとよいと思いました。PTA の活動も

小中での取組が各学区で増えるとよいと思いました。 

上田委員長：PTA 同士の一貫活動ということですね。では齋藤委員、お願いいたします。 

齋藤委員：各学区のプランをありがとうございました。昨年度末の会で、検証の結果というお話をさせ

ていただきましたが、先ほど、学校の方から、こんな検証をしましたというお話をいただき、ありがと

うございました。また、教育委員会の方でも話題にしていただいたということで真摯な取組に感謝いた

します。須賀小中の状況に近い学校に勤めていたことがあります。少ない人数であると、人間関係が濃

くなりすぎるところがあります。とても良い面は、給食配膳や下校の支度等、困っている子がいれば助

けてくれることがあります。その反面、友達の作り方、友達との対応の仕方等、義務教育段階で学ぶべ

きものを学べないということもあります。また、リセットしづらいということもあります。高校に進学

すると、その学校にはその地域から一人の入学ということもあります。最近では、高校の私学で単願受

験時にグループラインを作り、その後、受検した子はそのラインに入れないとのことなんです。その後

不登校になって高校をやめてしまったということがあるそうです。一小一中の環境をうまく活用してい



くことが大事だと考えます。児童生徒数が少ない学校同士が交流することで友達づくり等を体験させて

いる学校もあると聞いています。人間関係を構築するというのは、学習よりも大事なことかとも考えま

す。また、小中一貫の中１ギャップはなかなか難しいものだと感じています。中１ギャップはマイナス

面もありますがプラス面もありました。制服を着るとシャキッとして時間に学校へ行く、保護者から、

６年生の時にできなかったことがなぜできるのかと言われたことがあります。新鮮さということなのだ

と思います。以前は子供たちが中学校へ期待するものについて、部活動と英語の授業が挙げられました。 

うまく新鮮さも感じさせながら行っていくことも必要だと感じています。それから、１点、学校は足し

算が多く、引き算がない、○○教育を新たに行う、○○ポスターに取り組む等、何を整理してやめてい

くか考えないと、忙しく、なり手もいなくなっています。学校では、時間の作り方をどのように工夫し

ているのか、DXの活用等、どのように工夫されているのか教えていただきたいです。新たな小中一貫教

育の取組を行うための時間をどのように生み出しているのかをという観点から御質問させていただきた

いです。その他にも、PTA 活動等、旗当番の委託や運動会の自転車整理の委託等、学校には様々な課題

があると思っています。PTA活動の印刷作業や参加等の報告に関わるDX化等についても伺いたいです。 

上田委員：今の御質問について学校で工夫していることはありますか。 

栗原委員：大分進んできています。まず、オンライン会議が増えてきていますし、町の協力もあって、

朝の出欠席の連絡もホームアンドスクールで行えています。あとは、それぞれの学校で工夫していると

思いますが、会議資料等もデータ上で行っています。また、保護者への手紙についてもホームアンドス

クールを使って配布するｇｌということをやり始めています。町の協力や各学校の工夫等でマイナスに

できる部分を模索しているところであります。 

上田委員長：各学校の工夫については訪問して感じているところです。それでは、最後に私の方からで

すが、これから３つのプランについて取り組んでいただき、成果を期待しております。私は８年間百間

小学校へ勤めており、校舎巡りをしていましたが、校舎のどこからでも子供たちの挨拶が聞こえてきま

した。うるさいくらいにです。子供たちは、中と外をわきまえているということをお伝えします。外で

集団でいるときには、遠慮してしまうということもあるということ、外では挨拶しないんだということ

ではないことを御理解いただければと思います。それから、中１ギャップと言いましたが、私は、中１

ギャップという言葉は、すごく嫌な言葉に聞こえます。私は物事には、悪玉もあるけれども善玉も必ず

あると思っています。善玉中１ギャップは、小学校の時には不登校だったけれども、中学校では大活躍

している子がいるということです。これを変えたのは環境です。まず、クラスが変わって、中学生にな

ったという自覚と部活にも燃えているということでした。逆に、小学校の時は目立たなかったけど、小

さな SOSを出していてそれに気づかず、不登校になった件もあります。これは、中学１年になったから、

ギャップを感じているというということではないと思います。そこは、小中連携して探っていかないと

いけないと思います。小学校ではこうでしたということを中学校へお知らせすることが大事ではないか

と思います。３つ目は、教育改革、学校教育の変動があまりにも速すぎるということです。働き方改革

も話に出てきていますが、そのような中でも大事にしていかなければいけないことは、変化に早く気付

くということです。私はそのことを洞察力と呼んでいます。洞察力というのは、少しの変化も見逃さな

いということです。皆さんに質問します。３時半になると、防災放送が流れます。「地域の皆さん、私た

ちを見守ってくれてありがとうございます。今日もよろしくお願いします。」という放送です。それが、

４月から変わりました。気付いている方いますか。「こちらは、宮代町防災放送です。～子供のアナウン



ス～ 宮代町からのお知らせでした。以上で放送を終わりにします。」となりました。宮代は、この辺り

では一番遅くにこの放送を始めました。近隣の市町では、放送の担当が子供と共に行っていました。で

すから、私は、町民生活課にこれは、町の放送なので、子供たちだけでやるのはおかしいと話しました。

それで変わりました。そういう変化は、敏感に感じていかないといけないと思います。最後になります

が、秋になると北風が吹きます。そして、落ち葉が流れ落ちます。これはある新聞の投稿でしたが、５

年生の子が落ち葉を毎日掃く当番でした。５０メートルぐらい履いていくと、先生が見回りに来るとい

うことなんです。そうすると、前に履いていたところにまた落ち葉が落ちていて、先生にさぼっている

んじゃないといつも叱られたそうです。でも、掃いても掃いても落ちてきます。その子供たちは、頭に

きて、棒を持ってきてすべての葉を落としたそうです。そうしたら山になってしまい、また、職員室で

叱られたそうです。私の勤めていた学校もたくさんの落ち葉がありました。外は、危なくて、子供に掃

かせられませんでした。そうしたら、毎日７０～８０代の方が来て、掃いてくださっていました。私が、

お礼に行ったら、「校長先生、落ち葉っていうのは、毎日毎日コツコツと集めて片付けるというのが大事

なんだよ。３日まとめてとか、それでは駄目なんだよ。」という話をされて、目から鱗でした。人生訓を

学んだ気がしました。同時にこれは、学校教育の原点かなと思いました。毎日、毎日の小さな積み重ね

が大事だなと思いました。１歩ではなく０.１歩を積み重ねていくことが大事ということを教えていただ

きました。結果を発表していただくのを楽しみにしています。 

 

９ その他  

事務連絡  

 

１０ 閉会 


